


「3Dプリンター」10円

　ピンポーン。家の玄関のチャイムが鳴った。
「はーい」
「こんにちは、宅配便です」
「パパ、宅配便に出てくれる？」
「わかった」大きな箱が運ばれた。
「どこからかしら、パパ宛てじゃない」
「この前ネットで頼んでおいた３Dプリンターだよ」
「３Dプリンター？」
「これさえあれば、外見そっくりに何でも作れる」
「へえー」
「いくらしたらの？」
「え、いや、その」
「ねえ？ねえ？ねえってば」パパは困惑する。
「４０万……」
「え？４０万って」
「僕のへそくりさ」
「通りで、倹約してたわけね」
「昼飯は、ずっと２００円のうどんで……」
「あなたのお小遣いで買ったのなら、まあいいわ」
「試しにコップつくってくれない、イチゴ柄のやつが割れちゃったの」
「ああいいよ」
「ありがとう」
「写真に撮って、写真データを３Dプリンターに読み込ませてと」
転送完了しました。
「３Dプリンタースタート」
カシャッカシャッカシャッカシャッ。ノズルから、ナノ粒子の樹脂が吹きつけられる。
数時間後。
「はい、ママどうぞ」
ママは、コップの感触を確かめる。
「嬉しいわ、見た目同じじゃないの」
「そうさ。これが３Dプリンターの実力だ」
「もっと何か作って見せて」ママの目がきらきら輝く。
「何がいい？」
「赤い靴が欲しかったのよ、今流行りのヒール強化タイプのやつが」
「お安い御用さ」
「ネットで検索、ダウンロードしてと、３Dプリンタースタート」
数時間後。
「はい、ママできたよ」
「わぁ！すごいわね」
ママに、赤いヒールをプレゼントした。
「素材も、色も本物と同じさ」
「もう、買い物いかなくても３Dプリンターで作ってしまえば済むわね」
「そうだね、買うとしたら食べ物とか電化製品ぐらいかな」
「ただいまー」
娘が帰って来た。
「おかえり」娘は３Dプリンターを指差した。
「この大きな機械、どうしたの？」
「パパが買ってきたの」
「３Dプリンターだぞ」
「何それ？」
「お前、チョイスのポスター欲しいって言ってたよな？」
「わたし、チョイスのファンなの」
「買ってくれるの？」
「ちょっと待ちなさい」
「３Dプリンタースタート」
数時間後。
「はい、チョイスのポスターだよ」
「ありがとうパパ、愛してるわ。チュッ」
「ははは」
「パパ、古いフライパンを捨てるから、新しいフライパンを作ってよ」
「しょうがないなぁ」
「３Dプリンタースタート」
数時間後
「これで炒めものも、テフロン素材で焦げ付きにくくなるわね」
娘もおねだりする。
「パパお願い、ダイヤの指輪つくってよ」
「まかせろ、３Dプリンタースタート」
「やったー、右手の中指にダイヤの指輪が欲しかったの」
「良かったな」
「この３Dプリンターさえあれば、最新モデルのファッションを着こなし放題ね」
「そりゃいいな」
数時間後。
「お金は、作れるのかな」
「パパ、それは不味いじゃない」ママに不安がよぎる。
「ええい、３Dプリンタースタート」
３Dプリンターは、ピクリとも動かなかった。お金は、コピー対象外です。ちゃんと、コピーガード機能が働く用にプログラムされていた。
「まっ、そりゃそうか。犯罪だよな」
「犯罪に手を染めるとこだったわね」
「これからの我が家は、物を買わなくて済むな」
妻が褒めまくる。
「パパにしちゃ、良い買い物したわね」
娘に抱きつかれた。
「パパ大好きよ」
「ははは」
一家は幸せだった。

３Dプリンターの普及によって、物品は徐々に売れなくなっていった。そのため、経済は冷え込んだ。企業は、相次いで倒産した。失業者も大量に増え、物価が下落し混沌とする。３Dプリンターは、人類に一時の幸せをもたらした。しかし、長い氷河期の時代を迎えることとなった。


完
